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【概 要】                
マリンビジョン女性交流会議は、札幌での

意見交換（WEB 会議形式併用）と現地調査の
二部構成で実施しました。 
今年度のテーマは「他分野と連携した漁村

地域の発展・振興に向けた女性の関わり」で、
ピロロツーリズム推進協議会の代表として
広尾町の魅力を広める活動をされている菊
地亜希氏をお招きし、同じく副代表の保志弘
一氏が Web で参加し、広尾町における他分野
業種の連携・協働に向けた取り組みについて
ご講演いただきました。また、各地域マリン
ビジョンにおける女性の活動や関わり方に
ついて討議を行いました。 
さらに、翌日は広尾町にて他分野業種の連

携・協働の取り組みの実態について、ピロロ
ツーリズム推進協議会会員で猟師の中村麻
矢さんにも加わっていただき、現地調査と講
演・意見交換を実施しました。 
【出席者】                
中央大学研究開発機構教授 片石温美委員

長をはじめ、8 名の女性委員、各地域のオブ
ザーバーが出席しました。 

会 議 名：令和 7 年度マリンビジョン女性交流会議 
日  時：令和 7 年 11 月 4 日(火)15:00～17:15 
場  所：セントラル札幌北ビル ６階 大会議室 
開催形式：対面及び WEB 会議形式 

マリンビジョン女性交流会議かわら版では、交流会議の活動内容、地域での活動内容、新しい情
報などをお伝えします。皆さんで知恵を出し合って、活動の輪を広げていきましょう！ 

【委員名簿】 

 氏 名 所属・役職 
意見
交換 

現地
調査 

委員長 片石 温美 中央大学研究開発機構 教授 ○ ○ 

委 員 中野 真由美 遠別漁業協同組合 女性部長 WEB - 

委 員 米森 みゆき 北るもい漁業協同組合苫前支所 女性部長 ○ ○ 

委 員 木村 都久子 寿都町漁業協同組合 ○ ○ 

委 員 松村 江身子 福島吉岡漁業協同組合 福島地区女性部長 - - 

委 員 西澤 八代枝 室蘭漁業協同組合 女性部長 WEB - 

委 員 松本 真紀 いぶり中央漁業協同組合 虎杖浜地区女性部長 - - 

委 員 髙野 恵里子 ひだか漁業協同組合 三石地区女性部長 ○ ○ 

委 員 川村 真弓 大津漁業協同組合 女性部長 - - 

委 員 堀  陽子 厚岸漁業協同組合 女性部長 - ○ 

委 員 山形 由紀子 落石漁業協同組合 女性部長 - - 

委 員 田仲 雅子 歯舞漁業協同組合 女性部長 - - 

委 員 清水 さゆり 羅臼漁業協同組合 女性部長 - - 

委 員 畠山 美佐 ウトロ漁業協同組合 女性部長 ○ ○ 

委 員 川口 睦子 常呂漁業協同組合(ｻﾛﾏ湖地域) 女性部長 ○ ○ 

委 員 片川 希 雄武漁業協同組合 女性部副部長 WEB - 

委 員 濱田 武士 北海学園大学 開発研究所長 - - 

主催者 
委 員 

内田 智 北海道開発局農業水産部 水産課長 ○ ○ 

 

 

開催概要 

■講師紹介：ピロロツーリズム推進協議会 
 
代  表 菊地 亜希氏（右） 
副代表 保志 弘一氏（左） 

   同会員 中村 麻矢氏（中） 片石委員長 
北海道開発局 

武井農業水産部長 

MV女性交流会議の状況 

北海道開発局が主催する「わ

が村は美しく⁻北海道」第 11

回コンクールでその活動が

認められ、大賞審査員特別賞

を受賞した団体です。 
Instagram より 

北海道開発局 HP より 
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「イチ町民として地域の事を自分ごととして考える」 
ピロロツーリズム推進協議会  代表   菊地 亜希氏  

副代表 保志 弘一氏 
講演  

ピロロツーリズム推進協議会の菊地代表と保志副代表より、「イチ町民として地域の事を自分ごと 

として考える」と題してご講演いただきました。 

講演や質疑応答の内容について、一部ご紹介いたします。 

ピロロツーリズム推進協議会 
菊地代表 

【講演内容】菊地代表  
1.活動の背景と動機 

千葉県出身で、帯広畜産大学進学を機に北海道へ。2009 年に夫と酪農を 

始め、「一町民として地域を自分ごとに」という思いで活動。 

2. 酪農教育と観光への関心 

就農 5 年目から修学旅行生の受け入れを開始。 

2018 年、放牧地が見える場所に菊地ファームカフェを開業し、酪農を 

身近に感じてもらう場を提供。 

3. ピロロツーリズム推進協議会の設立と活動 

広尾町役場がまちづくりの人材を育成するために開催している「ひろお 

未来塾」に参加した際、地域の人口減少に衝撃を受け、広尾町と一次産業 

に活気を取り戻したいとの思いで、2019 年にピロロツーリズム推進協議会 

を設立し、代表に就任。 

酪農家・漁師・デザイナーなど多様なメンバーとともに、昆布商品「星屑 

昆布」などの地域資源を活かした商品開発に加え、放牧地を望むカフェを 

拠点にした酪農体験などの体験観光も展開。 

4. 今後の課題 

宿泊施設など活動拠点の整備と、専属スタッフ確保のための資金が必要。 

コアメンバーは増えていないが、活動の輪は広がっていると実感。 

【講演内容】保志副代表  
1. 自己紹介と漁業の変遷 

広尾出身の 3 代目漁師。高校卒業後、父とイカ釣り漁業に従事。 

漁獲量の減少を受け、約 10 年前にコンブ漁業へ転換。 

現在は広尾漁業協同組合青年部の部長及びピロロツーリズム推進協議会の 

副代表を務める。 

2. 漁業の現状と危機感 

漁業の衰退に強い危機感を抱き、特に「未来に希望が見えない」空気に 

疑問を感じていた。 

コンブ漁家の約 2 割が年収 100 万円以下という厳しい現実を問題視し、 

持続可能な漁業の形を模索。 

3. ピロロツーリズム推進協議での取り組み（海業の強化） 

コンブの生産性向上のために乾燥機を導入して売上を伸ばす一方で、コンブの端材が発生したため、 

クズ昆布を活用した高付加価値商品「星屑昆布」などの商品開発を実施。 

コンブ漁業体験や作業サポートとして学生を積極的に受け入れ。 

これらの「生産性向上」×「高付加価値化」×「地域と外部人材の連携」という取組により、 

農林水産大臣賞も受賞。 

4. コンブ漁体験の魅力 

コンブ漁は単純作業が多いため未経験者でも関わりやすく、体験の満足度が高い。 

初日から干す作業などで即戦力になるため、受け入れやすさとやりがいのバランスが良い。 

5. 将来への展望と課題 

漁業者の高齢化が進む中、外部人材の受け入れを 

通じて地域の閉鎖性を和らげたい。 

良いアイデアを形にするには、他業種との連携がカギ。                    

今後は道内の他地域でも、漁業と他業種をつなぐ取り 

組みを広げていきたいと考えている。           

 

 

ピロロツーリズム推進協議会 
保志副代表(WEB参加) 

「星屑昆布」と「噛む噛む昆布」 

KIKUCHI farm HP より 
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地域名 発言者 活動状況 

遠別 中野委員 
春夏清掃活動（年 2回）、小学校への食育活動（出前授業）、ふるさと納税返礼品の発案・発送。地域 PR と

地元の活性化に努める。 

苫前 米森委員 
地元イベントに出展。料理教室を実施（鮭の筋子作り実演、タコの説明が好評）。甘エビやサフォーク（肉）

の PR を強化したい。 

寿都 木村委員 
小中学校への出前授業（すり身作り体験など）。約 15 年前から修学旅行生の受け入れ（魚のさばき体験）

を実施。観光協会と連携した定置網体験。外国人向け漁業体験を検討中である。 

福島 事務局 植樹活動、食育教室への協力、漁港内の清掃をしている。 

室蘭 西澤委員 地元高校への食育活動（料理教室）。年数回の清掃（草刈り、浜の清掃）をしている。 

三石 髙野委員 
漁港施設の清掃（年 1回 6月）。学校への食育（高校は昆布羊羹、小学生は昆布カリント作り）。男性たちが

体育館で昆布取り体験（4m以上の竿を使用）を指導。文教大学との連携で地元実習を実施している。 

大津 事務局 
避難訓練での炊き出し訓練参加、漁港清掃。秋鮭直販、秋鮭イクラの製造販売。町内各産業団体との交流

会に参加している。 

歯舞 事務局 
地元祭事に参加、環境保全のための一斉清掃。女性部手作りの昆布ご飯と昆布のつくだ煮を出品。漬物

教室・料理教室の講師として参加している。 

ウトロ 畠山委員 
浜清掃（5 月）。高校生の鮭の定置網体験学習に合わせて、女性部として食育の話（知床財団による森と海

の関わり合い）を実施。鮭漁の低迷により、来年のゴールデンウィークの婦人部食堂は開店しない。 

ｻﾛﾏ湖 川口委員 

春に清掃作業を実施。夏場は地域イベント（100kmマラソンなど）の手伝い。10～12月には中学 1年生にホ

タテの剥き方と鮭のさばき方（見本）を教える食育と調理実習。過去に植樹活動を実施。ホタテ料理の作り

方（常呂漁協 3 分以内クッキング）を NHKで紹介された。 

雄武 片川委員 
生活クラブ消費地交流（横浜）に参加。漁業活動に参加、祭りに出展。料理講習会等を地元でも実施し、食

材の消費拡大につなげたい。 

  

事務局よりマリンビジョン女性交流会議の概要について説明した後、各地域より女性部の活動内

容や地域マリンビジョンへの関わり、新たな地域マリンビジョンへの関わり方についてご報告いた

だきました。 

また、他分野と連携した地域の発展と振興に向けた女性の関わりについて、フリートーク形式で討

議を行いました。討議における主な意見は以下のとおりです。 

【質疑応答】 
開発局：未来塾が町主催だったのに、ピロロツーリズム推進協議会はなぜ有志で立ち上げたのか？ 

菊地代表：未来塾卒業後、自分たちの思いを実現するために独自に立ち上げた。 

保志副代表：菊地代表と同じで、自分たちの思いを実現させるため仲間に加わった。  

菊地代表：当時は「やって何になるの？」という懐疑的な声が多かったが、今は体験に価値を見出す

人が増え、継続してよかったと感じている。 

保志副代表：漁業は閉鎖的で、体験の場として開くことに賛否両論があったが、「海業」の形の一つだ

と考えている。 

畠山委員：酪農と漁業は第一産業として共通点があり、ピロロツーリズム推進協議会は多様な入口を

持つ取り組みと感じた。 

菊地代表：酪農家と漁師は「出荷したら終わり(一次産業者が生産後の価値づくりに関与できない)」

という共通の課題を持ち、産業間の壁を越えて「広尾町」という軸で連携できた。 

保志副代表：北大生の団体「レディゴー」の立ち上げメンバーがコンブ漁に関する卒論で広尾町を訪

れたことが、学生受け入れのきっかけに。彼が地域の漁業者との関わりに悩んでいた時

にピロロツーリズム推進協議会として支援し、学生との繋がりが生まれた。 

菊地代表：北大などの高学歴の学生が現場に関心を持っており、ピロロツーリズム推進協議会の多様

なスキルを持つメンバーとの対話を通じて、学問の理解が深まる場となっている。 

・各地域の活動状況について 
・他分野と連携した地域の発展と振興に向けた女性の関わりについて 

討議  

・各地域の活動状況について 
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米森委員【苫前】 

木村委員【寿都】 

西澤委員【室蘭】 

髙野委員【三石】 

畠山委員【ウトロ】 

川口委員【常呂(ｻﾛﾏ湖)】 

【他分野と連携した地域の発展・振興に向けた女性の関わりについて】 

◆ （木村委員）寿都ではマルベリー(体験プログラムを企画・運営する団体)
を通じて修学旅行生に酪農・農業・漁業の 3点の体験をさせています。酪
農家の手伝いに行くこともあります。生徒は私たちを酪農の専門家だと思っ
ているため、事前に勉強が必要ですが、絞りたての牛乳は格別に美味しか
った。 

◆ （保志副代表）今、各地で喫緊の課題は何か。私は人がいなくなることだと
考えている。 

◆ （高野委員）三石は女性部員を全員参加にしていますが、高齢化で退会者
が多く、80名以上いたのが 50名を切った。昆布干しの手伝いをシルバー
人材に頼むが、作業に慣れておらず、時給分を働いてもらえないのが大き
な問題である。 

◆ （保志副代表）平均年齢が高くなっている問題と、人の流入はどうか。 

◆ （川口委員）常呂漁協は漁業者人口が減っている。ホタテの放流作業時に
は人手が必要で、東京農業大学の学生を雇っている。組合長が変わり、女
性部の人数を増やすため、理事の奥さん 10人ほどに入ってもらった。 

◆ （菊地代表）ピロロのコアメンバーは増えていないが、それぞれの活動を通
じて関わる人の輪は広がっている。昆布漁は初心者でも関わりやすく、受け
入れ側にもメリットがあるため、理想的なマッチングが実現した。広尾町で
は酪農が好調な一方で漁業が衰退しており、町全体の元気のために漁業
体験に力を入れてきた。 

◆ （保志副代表）漁業者の平均年齢は 70歳を超えており、今後さらに減少
する危機感がある。昆布体験を通じて学生や一般人を受け入れるのは、外
から人を入れることへの地域住民の抵抗感をなくすという大きな目的があ
る。 

◆ （片石委員長）若い人や異業種の人とコミュニケーションを取る「場」の大
切さも重要と考える。 

◆ （内田課長）ピロロツーリズムの成果は数値化しにくいが、学生の流入が
将来的な定住につながる可能性があり、地域の賑わいには女性の力が重
要だと思う。女性の活躍を可視化することで、女性が表に出にくい浜にも訴
えかける材料になる。 

◆ （武井部長）農村も人口減少という構造的な問題に悩んでる。学生との関
わりは、学生が入れ替わり立ち替わりであり、OBがいるため、突破口にな
るという良い着想をいただいた。女性だけでなく、保志様のように女性と連
携して地域を盛り上げようという男性側の行動や考え方を聞けたのも良か
った。 

 

―終了― 

片石委員長 

会議終了後に記念撮影 

・他分野と連携した地域の発展と振興に向けた女性の関わりについて 
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他分野との連携に関する現地調査（菊地ファームカフェ・昆布小屋）  現地調査 

現地調査の概要 

日  時 令和 7 年 11 月 5 日(水)12：30～16：30 

調査内容 

＜菊地ファームカフェ 12：30～15：00＞ 
・菊地ファームカフェにて昼食 
・同協議会の中村氏より講演 
・同協議会の菊地氏が経営する牧場の現
地調査 

 
＜昆布小屋 15：30～16：30＞ 
・同協議会の保志氏が運営する昆布小屋
の現地調査 

 

【ピロロツーリズム推進協議会の中村氏による講演】 

◆ 経歴と移住の背景 
･東京でグルメメディア「ヒトサラ」の編集者として、料理人や生産者の取材を通じ
て食の魅力を発信してきたが、狩猟免許を取得したことで、自然と人の距離が近
い暮らしを求めるようになり、北海道へ。 
･広尾町の海と風、人の温かさに触れ、「ここで食を通じた循環をつくりたい」と思
うようになる。 
･皮、肉、木、昆布、脂などたくさんの素材と向き合うことができるおもしろさに気が
付く。 

◆ 現在の活動内容と役割 
・猟師として、食育のツアーの提供や、地域資源の価値を高める取り組みを実施し
ている。 
･ディレクターとして、広尾町の広報（パンフレット、雑誌など）のデザインや編集に
加え、保志氏が生産した昆布端材の商品化に向けて、パウチ袋やガムボトル型
パッケージのデザインを手掛けている。 
・プランナー兼アテンダーとして、東京時代のメディアや料理人との人脈を活かし、
町外の人々が来た際に、地元の食材と店をマッチングさせ、案内する活動を行っ
ている。 
・「中むら食堂」という出張料理店を旦那と 2人で行っている。ときには中むら食
堂として、全国あちこちで広尾町の食材を使用したイベントや、逆に広尾町に人
を招いての食事会を行っている。 
･商品開発：｢噛む噛む昆布｣日高昆布をもっと身近に。広尾町の海の恵みをおや
つに変える新しい挑戦。地域素材にデザインとストーリーを重ね、土地の味を届け
ている。 

◆ 狩猟とジビエの活用 
・猟師として肉をふるまうこと、食を通して土地の恵みを感じ、対話しながら味わう
場を提供。食資源を“ストーリーある商品”として伝え、生産者・料理人・生活者
をつなぐ新しい食体験を提供。 

◆ 教育と啓発活動 

・学生の精肉体験では、自ら鹿や熊、豚、アライグマ、鶏を解体。 

・命をいただく責任と尊さを伝える活動を実施。鹿の脂・骨・皮まですべて活かす、
循環型のものづくりを実践。 

女性交流会議翌日は、他分野(水産業･農業

など)と連携しているピロロツーリズム推進

協議会を対象に現地調査を実施しました。 

現地調査では、同協議会の代表である菊地

氏が経営する広尾町の「菊地ファームカフ

ェ」で昼食、その後、同協議会の中村氏より

ご講演いただきました。また、菊地氏が経営

する牧場の現地調査を実施し、副代表の保志

氏が運営する「昆布小屋」を訪問しました。 

現地調査の様子を写真とともにご紹介し

ます。 

広尾町の「菊地ファームカフェ」に到着後、飲食スペースにて昼食をとりました。昼食の内容は、菊地

ファームのホルスタイン牛と搾りたての牛乳で柔らかく煮込んだ「ハッシュドビーフ」、デザートとして

「ソフトクリーム」をいただきました。 

その後は、ピロロツーリズム推進協議会の中村氏より『関係人口からはじまる地域づくり～“当たり

前”に疑問を～』「広尾町での食とモノづくり」をテーマにご講演いただきました。 

『関係人口からはじまる地域づくり～“当たり前”に疑問を～』 
「広尾町での食とモノづくり」 

ピロロツーリズム推進協議会  会員 猟師･ﾃﾞｻﾞｲﾅｰ･ﾗｲﾀｰ･ﾌﾟﾗﾝﾅｰ 中村麻矢氏 
講演  

菊地ファームカフェ 

ピロロツーリズム推進協議会 
中村麻矢氏 

講演資料より 



- 6 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

【牧場見学（菊地ファーム）】 

◆ ピロロツーリズム推進協議会の菊地代表夫妻が経営する牧場を見学 

･総面積 42haの牧場に８５頭の乳牛（ホルスタイン・ジャージー）が飼養
され、牛が牛舎と放牧地を自由に行き来できる環境で年間 430tの牛
乳を生産。 
・H27には酪農教育ファーム認定牧場の指定をうけ、H29には新規就農
者優良経営者表彰「最優秀賞」を受賞。 
・牛舎ではかわいい子牛たちが参加者を癒してくれました。 

菊地ファームカフェ 外観 菊地ファームカフェ ロゴ 菊地ファームカフェ 販売コーナー 

菊地ファームカフェ  飲食スペース ランチ ハッシュドビーフ ランチ 搾りたての牛乳 

デザート ソフトクリーム デザートの販売 ランチタイムの様子 

講演後の記念撮影 講演の様子② 講演の様子① 

牧場見学の様子 
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以上で現地調査を終了し、委員はそれぞれ帰路につきました。 
委員並びにオブザーバーの皆様、ピロロツーリズム推進協議会の皆

様、地域マリンビジョンご担当者様、この度はお忙しい中、本会議へ
のご出席、ご協力を賜り誠にありがとうございました。 
お陰様で有意義な会議・現地調査となりました。 

 
＜アンケート調査について＞ 
会議終了後、現地調査にご参加いただいた委員の皆様を対象に、現

地調査に関するアンケート調査を実施しました。お忙しい中ご協力い
ただき、誠にありがとうございました。 
次頁に委員の皆様の声をご紹介します。 

ピロロツーリズム推進協議会の保志副代表が運営する昆布小屋を見学し、昆布の乾燥方法や設備の概

要等についてご説明いただきました。 

【同協議会の保志副代表による説明】 

◆ 昆布の乾燥方法と設備の導入 
・天日干しは芯までしっかり乾くと、貯蔵後の品質が安定する一方で、霧や天候に
左右されやすく、生乾きになったり、夜間の気温低下や露によって再び湿気を吸
うリスクがあり、生産が安定しないという課題があった。また、コンブ漁の収入が
低迷していた。これらの課題を解決するため、人工乾燥システムを導入した。 
・人工乾燥システムの導入は、高齢の家族でも負担なくできる作業体制。 
・生昆布は 7〜8時間、乾燥機なら 2〜3時間で乾燥可能。 
・昆布漁師約 120軒のうち、本格的な乾燥設備を持つのは 2軒程度。 
・投資総額１２８０万円、うち 2/3経産省の補助金で自己資金 400万円。 

◆ 保管・衛生管理 
・俵型（1m5cm規格）で保管し、翌年 6月までに出荷するルールを徹底。 
・保管室はヘッド型シートで外気を遮断し、湿度 20〜30%に除湿。 
・結露や季節変動による品質劣化を防ぐための管理を実施。 

◆ 高付加価値製品への取組 
・乾燥システムの導入により、年間を通じて安定した生産が可能になった一方で、
昆布の端材が大量に発生するという課題が生じた。これを有効活用するため、
加工ユニットに粉砕機を導入し、「星屑昆布」として商品化することで高付加価
値化を図っている。 
・端材をミキサー処理し、研究機関で成分分析。 
・2mm粒で出汁抽出速度 2倍、1mmで 4倍に向上。 
・生産能力として、手作業では「5kgを 2日・2人」だが、粉砕機の導入により「1
人で 1日 50kg」の生産が可能に。 
・原料単価 1,500円/kg に対し、粉砕加工品は 7,000円/kg。 
・浦河が「特上浜」とされる一方で、当地は等級が低く産地格差があるが、その差
を埋めるために、商品の価値向上と国際的な評価によってブランド力を高めてい
く方針。 
・地元は購入に慎重、遠方市場 EC（電子商取引）を中心に販売拡大。 

◆ 体験観光と地域連携 
・乾燥施設に併設されている施設は、体験観光の受入れ・加工作業・休憩スペー
スを兼ね備えた多機能施設として運用。 
・昆布切りなど作業体験は、漁期や作業スケジュールに合わせて受け入れている。 
・大学生など約 40人を受け入れた実績あり。 
・他漁師へ人手を分配し、生産量が大幅に向上した例もあり。 
・来季は複数漁師が共同で受け入れる「チーム体制」を構築する予定。 
・天候・季節に応じて、午前は干し作業、午後は集め・切りなど、日常作業を観光
プログラム化する。 
・悪天候時も乾燥機や室内作業で対応可能。 

◆ 経営判断と成果 
・天日中心：年間操業 10日、売上 300〜400万円（2人）が人工乾燥フル稼
働：6〜10月ほぼ無休で稼働し、年商 1,000万円超の手応え。 
・天候に左右されず稼働でき、むしろ「休み方が課題」になるほど生産性が向上。 
・資金面で親の反対に、収益 2〜3倍化の試算と補助金活用を示し説得。 
・人工乾燥設備導入後には効果が確認され、現在は家族も賛成。 
・「星屑昆布」流通量を 25t/年に拡大できれば、地域全体の所得を理論上 2
倍にできる。 

◆ 受賞歴 
2022年度、全国青年・女性漁業者交流大会にて農林水産大臣賞を受賞 

昆布小屋 

現地調査終了後に記念撮影 
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１．菊地ファーム（カフェ、牧場等）について 

① ご自身の地域で参考にできそうなことはありましたか？ 

➢ 食品ロス問題について見直す良い機会となりました。 

➢ 粉末昆布・カム昆布の商品も地元にあるが、「デザイン」が大事な要素と感じた。 

➢ 地元では廃業したり、会社組織での経営などがあり、なかなかまねできないと感じた。 

➢ 放牧された牛の姿に癒され、生き物は魚も人間も同様でストレスを感じずに生活するのが大切だと感じた。 

② 菊地ファームの現地調査で印象に残ったことや感想を教えてください。 

➢ 雄牛の取引価格の低いことに驚いた 

➢ 何より牛乳のおいしさ、カフェ開業までの内訳や維持経費、誰もができることではないので「リスク」も知りたいと思った。 

➢ 牧場の環境、最後の肉になるまでの責任感等、菊地さんの牛への深い思いを強く感じた。 

➢ 牛乳が特に美味しく、他の牧場の搾りたてと比べても味が大きく違った。環境や育て方によって味が変わることを実感した。 

２．中村講師のお話について 

① ご自身の地域で参考にできそうなことはありましたか？ 

➢ 各産業別に体験プログラムを行っているところはあるが、町として包括的に取組むことでさらなる発信ができると思った。 

➢ デザインから狩猟と「どうしてそうなったのか、いろんなことが起きていくのは楽しい」と感じた。 

➢ 猟師として活動する中村さんは見た目と違い行動力があり、修学旅行生の鹿の解体体験も感銘を受けた。自分も彼女のよう
に行動力を持ち、漁業や体験授業をより充実させたいと思った。 

② お話の内容で印象に残ったことや感想を教えてください。 

➢ 人の縁で繋がっていく。次世代へ継ぐ方法は？と考えました。 

➢ 獲った動物の「命を頂く」、余すところなく活用するという思いが伝わった。 

➢ 地元でも猟師が高齢化しているので若い人が増えてくれると良いと思った。 

➢ 都会を離れて広尾町へ移住し、ライターと猟師として自分らしく働く姿が魅力的だと感じた。 

３．ほしのや（昆布小屋）の調査について 
① ご自身の地域で参考にできそうなことはありましたか？ 

➢ 計画に見合わない思い切った機器導入が成功につながったこと。 

➢ 所が変われば昆布も変わる。三石昆布のブランドの「ありがたみ」を感じた。 

➢ 商品開発は日頃より取り組んでいるが、なかなか販売までいっていない。 

➢ 補助金を活用し乾燥機を導入、昆布漁師の収入を大幅に改善、昔のやり方に固執せず判断力と決断力が重要だと感じた。 

② 見学や説明を聞いて印象に残ったことや感想を教えてください。 

➢ 体験も商品になる。昆布干しの人手不足に役に立ちそう。学生や旅しながらバイトなど。浜の高齢化は深刻。 

➢ なるべくコストをおさえ、そして発想を具現化する為のプレゼン能力がすごいと感じた。 

➢ 採った昆布を加工し『星屑昆布』を開発、工夫で売上を伸ばした例から、自分も未利用魚の加工・販売に可能性を感じた。 

４．全体を通して 
 

① 次年度以降の調査先について、ご希望がありましたら教えてください。 

➢ 道内で一番活動が活発な女性部の話が聞きたい。 

➢ 女性部の活動でキーパーソンが居て取組がうまくできて、後継者の育成がうまくいっている地域または漁協を見たい。 

➢ 今回の視察は良かったが、漁業者としては海や港、直売施設の視察をしたいと感じた。 

② マリンビジョン女性交流会議全般に関して、ご意見やご要望等がございましたら記載をお願いします。 

➢ 後継者育成のため 40～50代部員何人かに見学させたい（会議・研修） 

③ マリンビジョン女性交流会議全般に関して、その他お気づきの点等 

➢ 研修を視察している動画や写真が欲しい。報告の機会が少ないのでプリントして総会の時に配布したい。 

➢ とても勉強になりました。また、参加させていただきたい。 

 

マリンビジョン女性交流会議事務局 

〒060-8511 札幌市北区北８条西２丁目 北海道開発局農業水産部水産課 

ＴＥＬ：０１１-７０９-２３１１（内線５５７９）水産技術専門官 

ＦＡＸ：０１１-７０９-５０２６ E-mail: hkd-ky-mv21@gxb.mlit.go.jp 

 連絡先  

現地調査に関するアンケート調査結果（一部抜粋） 


